加 賀の国 黒 壁 は、 金 沢 市の 郊外 一 里 i! の処 にあり、 

もつ こくち ゆう けだ の だ やま 

魔境 を 以て 国中に 鳴る。 蓋し 野 田 山の 奥、 深 林 幽暗 

の 地た るに 因れり。 

力 ！ I ず J9 ま 

ここに 摩利支天 を 安置し、 これに 冊く 山伏の 住え 

いちらく さんかく 

る 寺院 を 中心とせる、 一 落の 山 廓 あり。 戸数 は 三十 有 

ほ とん ぞくじん いと 

余に て、 住民 殆ど 四 五十なる が、 いずれも 俗塵 を 厭い 

とんせい 

て 遯世した るが 集りて、 悠々 閑日月 を 送るな り。 

されば 夜と なく、 昼と なく、 笛、 太鼓、 鼓な どの、 

まいば やし か うたい 

舞囉 子の 音に 和して、 謡の 声 起り、 深更 時なら ぬに 琴、 



弄する も、 また 甚だしき に、 驚かざる を 得ざる なり。 

さき 

鼻は大 にして 高く、 しかも 幅広に 膨れたり。 その 尖 は 

少しく 曲み、 赤く 色 着きて 艷 あり。 鼻の 筋 通り たれば、 

あたり ほお 

額よ リロの 辺まで、 顔 は 一 面の 鼻に して、 痩せた る頰 

たな そこ おお 

は 無き が 如く、 もし 掌 を 以て 鼻を蔽 えば、 乞食 僧の 

顔 は 隠れ 去るな り。 人 ありて 遠くより 渠を 望む 時 は、 

鼻が 杖 を 突き て 歩む が 如し。 

乞食 僧 は 一 条の杖 を 手に して、 しばらく もこれ を 放 

つ ことなし。 

かぎのて 

杖 は※ 状 〔# 「かぎかっこ、 「 の 左右 反転」、 137-S の 

じねん ぼく も 

自然 木なる が、 その 曲り たる 処に鼻 を 凭た せつ、 手 は 



かんぱせ おお 

月の 如く その 顔 は 一 片の 雲に 蔽 われて 晴 るる ことな 

力なし わ 力. W 

し。 これ 母親の 死 を悲み 別離に 泣きし 涙の 今な お 

そうきょう かか ぬぐ 

双頰 に 懸れる を 光陰の 手 も 拭い 去る あたわざる なり 

けり。 

読書、 弾琴、 月 雪花、 それらの もの は 一 つと して 憂 

愁を 癒す に 足らず、 転た 懐旧の 媒 となりぬ。 ただ 野 

はら すが 

田 山の 墳墓 を 掃いて、 母上と 呼びながら 土に 鎚リて 泣 

こよな たのしみ 

き 伏す をば、 此上 無き 娯楽と して、 お 通 は 日課の 如く 

さんけい 

参詣せ リ。 

たま まつ リ ゆうすずみ 

七月の 十五 日 は 殊に 魂 祭の 当日 なれば、 夕 涼より 

家 を 出で て 独り 彼処に 赴きけ り。 



野 田 山に 墓 は 多 けれど 詣 来る 者い と 少なく 墓 守る 法 

師も あら ざれば、 雑草 生 茂りて 卒塔婆 倒れ 断 塚壊墳 

〔# 「壊 墳」 は 底本で は 「懐墳 匕 算を 乱して、 満目 転た 荒 

涼たり。 

そそ 

い つも 変らぬ ことながら、 お 通 は 追懐の 涙を灌 ぎ、 

花 を 手 向けて 香 を 燻 じ、 いますが 如く 斉眉 きて 

い つ とき あま リ 

一時 余 も 物語りて、 帰宅の 道 は 暗うな りぬ。 

いそぎあし けん あい 

急 足 に 黒 壁 さして 立 戻る、 十 間ば かり 間 を 置きて、 

背後より ぬき 足さし 足、 密 に 歩 を 運ぶ はかの 乞食 僧 

かれ ほ とん じゅんじつ ぜん 

なり。 渠 がお 通の あと を 追う は 殆ど 旬日 前よりに し 

て、 美人が 外出 をな すに 逢うて は、 影の 形に 添う 如く 



くびす うかい しおりど かた ゆ 

む 踵 を 返し、 更に 迂回して 柴折 戸の ある 方に 行き、 言 

葉より 先に 笑 懸けて、 「暖き 飯 一 膳 与えた まえ、」 と 巨 

にわさき 

なる 鼻 を 庭前へ 差 出しぬ。 

未だ 乞食 僧 を 知らざる 者の、 かかる 時 不意 にこの 鼻 

に 出会いな ば 少なくとも 絶叫すべし、 美人 はすで に渠 

ち あほう 

を 知れり。 且つ その 狂 か、 痴か、 いずれ 常識 無き 阿房 

なる を 聞き たれば、 驚け る 気色 も 無くて、 行水に 乱鬢 

の 毛 を 鏡に 対して 撫附 けいた リ けり。 

蝦蟇 法師 はためつ すがめ つ、 さも 審 かしげに 鼻 を 傾 

けお 通が 為せる 業を視 めた るが、 おかしげなる 声 を 発 

し、 「それ は」 と美 人の 手に したる 鏡 を 指して 尋ねたり _ 



知れず 左記の 数 言 を 眩き たり。 

「予は 自ら 誓えり、 世 を 終る まで 鏡 を 見 じと、 然り断 

じて 鏡 を 見 まじ。 否 これ を 見ざる のみならず、 今 

おも、. ， 、， だ もの 

思 出 したる 鏡と いう 品の 名 さえ、 務めて 忘れねば な 

ら ぬな りご 

がま ほうし そぷリ 

蝦蟇 法師が お 通に 意 あるが 如き 素 振 を 認めた る 連中 

おうな た わぶ 

は、 これ をお 通が 召使の 老媼に 語りて、 且つ 戯れ、 且 

つ 戒めぬ。 



わざれば 何の 望 か 達せ ざら む。」 

かくは 断乎と して 言 放ち、 大地 を ひしと 打敲 きつ、 

首を縮め、 杖 をつ き、 徐ろに 歩 を 回らし ける。 

その 背後より 抜 足 差 足、 密に後 をつ けて 行く 一 人 

いま なんぴと 

の老媼 あり。 これ かのお 通の 召使が、 未だ 何人も 知リ 

得ざる 蝦蟇 法師の 居所 を 探りて、 納涼 台が 賭 物した る、 

きんす とど き 

若干の 金子 を 得む と、 お 通の 制む る をも肯 かずして、 

いき ゆ 

そこに 追及したり しなり。 呼吸 を 殺して 従い 行く に、 

あほう さま ほ とん ひきず 

阿房 はさり とも 知らざる 状に て、 殆ど 足 を 曳摺る 如 

すが あゆ ゆ 

く 杖に 鎚リて 歩行み 行けり。 

人里 を is 離れつ。 北の方 角に 進む ことおよ そ 二 町ば 



ず、 魑魅魍魎 隊を なして、 前途に 塞る とも 覚 しきに、 

よく たちすくみ 

慾に も 一 歩 を 移し 得で、 あわれ 立 竦 にな リ ける 時、 一 一 

点の 蛍光 此方 を 見向き、 一 喝 して、 「何者 ぞご 掉 冠れ 

もと あわや うずくま 

る 蝦蟇 法師の 杖の 下に 老媼は 阿呀と 蹲踞り ぬ。 

蝦蟇 法師 は 流眄に 懸け、 「へ、 へ、 へ、 うむ 正に i 奴 

なリ、 予が顔 を傷附 けたる、 大胆 者、 謦返 という こと 

の ある を 知らず して」 傲然と してせ せら 笑う。 

これ を 聞く ょリ老 媼はぞ つ と 心臓まで 寒くな りて、 

全体 氷柱に 化した る 如く、 いと 哀れなる 声 を 発して、 

「命ば かり はお 助け あれ ご とがた がた 震えて いたりけ 

る。 



いのち まっさお にげかえ 

やれやれ 生命 を 拾いたり と、 真 蒼に なりて 遁 帰れば、 

すずみ だ い 

冷たく なれる 納 台に まだ 二三 人 居残りた るが、 老媼 

の 姿 を 見る よりも、 「探検し 来りし よな、 蝦蟇 法師の 

すま レ レ す > J 

住居 は 何処 ご と 右左より 争い 問われて、 答うる 声 も 震 

えながら、 「何が なし 一 件 じ や、 これな りこれ なり ご 

にぎ リ こぶし かさね 

と、 握 拳 を 鼻の 上に ぞ 重たる、 乞食 僧の 人物 や、 こ 

れを痴 と 言む より はたまた 狂と 言む より、 も つ とも 魔 

たるに 適するな り。 もしし からず ば 少なくとも 魔法 使 

に盧す るな り。 

かかりし 後 法師の 鼻 は 甚だ 威勢 ある ものと なりて、 

暗裡人 をして 恐れし め、 自然 黒 壁 を 支配せ り。 こ は 一 



ろうにゃく いた いみ はばか 

般に 老若が 太く 魔 僧 を 忌憚 かり、 敬して 遠ざからむ 

t これ ようせ 、-. 

と 勤めし よりな り、 誰か 妖 星の 天に 帰して、 眼界 を 去 

ら むこと を 望まざる ベ き。 

ここに 最も そのし からむ こと を 望む 者 は、 蝦蟇と、 

清 川お 通と なり。 いかんと なれば あまたの 人の 嫌悪に 

堪えざる 乞食 僧の、 黒 壁に 出没す る は、 蝦蟇と お 通の 

すすみ だ い 

ある ためなりと 納涼 台に て 語り合える を 美人 はふと 

ききかじ ごと 

聞嚙 りし こと あれば なり、 思うて ここに 到る 毎に、 お 

通 は 執心の 恐し さに、 「母上、 母上」 と 亡母 を 念じて、 

おの まつわ いんま しリぞ 

己が 身辺に 絡 纏り つ つ ある 淫魔を 却 けられむ こと を 

哀願し き。 お 通の 心 は 世に 亡き母の 今 も その 身と とも 



その 趣 を 心得 たれば、 老媼が 推測り しほ どに は 驚か ざ 

りさ。 

いま 

美人 は 冷然と して 老媼を 諭しぬ、 「母上の 世に 在 さ 

ば 何と これ を 裁きた まわむ、 まず それ を 思い 見よ、 必 

ず かかる 乞食の 妻と なれと はいいた まわ じご と 謂わ 

れて 返さむ 言 も 無 けれど、 老媼は 甚だしき 迷信 者な 

きょうか つ まこと い のち 

れば 乞食 僧の 恐喝 を 真 とする にぞ、 生命に 関わる 大 

かやつ じんず うこう だい 

事と 思いて、 「彼奴 は 神 通 広大なる 魔法 使に て 候えば、 

し I はか がた 

何 を 仕出 ださむ も料リ 難し。 さりと て 鼻に 従いた まえ 

と 私 申 上げ はなさね ども、 よき 御 分別 もお わさぬ 

ひや や 

か。」 と 熱心に 云えば 冷 かに、 「いや、 分別 も 何もな し 



みこ ころ 

たといい かなる こと ありと も、 母上の 御 心に 合わぬ 事 

は 誓つ てせ まじ ご 

と 手強き 謝絶に 取附く 島な く、 老媼は 太く 困 じ 果て 

こひざ う かたま 

しが、 何 思いけ む 小膝 を拍 ち、 「すべて 了 $ 固 りたる 

ほど、 強く 恐し き 者 はなき が、 鼻が 難題 を 免れむ に は、 

こっちよりも それ 相当の 難題 を 吹 込みて、 これ だけの 

のぞみ 

こと をし さえ すれば、 それだけの 望 に 応ずべ しと こ 

いちのて むかしがたり 

ういう 風に 談 ずるが 第 一 手段に 候な リ、 昔 語 にさる 

はべ ひとすじ くちな わ もののふ 

こと 侍りき、 ここに 一 条の 蛇 ありて、 と ある 武士の 

けそう かたくな 

妻に 懸想な し、 頑 にしよう じ 着きて 離るべく もなか 

りし を、 その 夫 何某 智慧 ある 人に て、 欺きて 蛇に 約し、 



なんじお おわし み つ 

汝巨 鷲の 頭 三 個 を 得て、 それ を 我に 渡しな ば、 妻 を や 

うべ な ほろびう 

らむ とこた えしに、 蛇 はこれ を諾 いて 鷲と 戦い 亡失 

なまじ い 

せし という ことの 候な り。 され ど 今 愁 に 鷲の 首な ど 

と 謝う 時 は、 かの 恐し き 魔法 使の 整え 来ぬ とも 料り 難 

く 因りて 婆々 が 思案に は、 (其方の 言 分 承知し たれ ど、 

ゆるし ひきうけ 

親の 許の なくて はならず、 母上 だに 引 承た まわば 

なんどき こ いきた 

何時 にても 妻と ならん、 去って まず 母上に 請 来れ) と、 

あなた わたくし 

かように 貴 娘が 仰せられし、 と 私 より 申さむ か、 何 

とく おんかた 

がさて 母君 は疾に 世に 亡き 御 方 なれば、 出来ぬ 相談と 

申す もの、 とても 出来ない 相談の 出来よう 害の なき こ 

と ゆえ、 いかなる 鼻 もこれ に は 弱りて、 しまいに 泣 寝 



ひつじょう 

入と なる は 必定、 ナニ御 心配な されます るな、」 と 説 

もっとも うなず 

く処の 道理なる に、 お 通もうかと 頷きぬ。 かくて 老 

媼が このよ し を 蝦蟇 法師に 伝え て 後、 鼻 は 黒 壁 に 見え 

ず なれり。 

うま や 

さて は 旨い ぞシテ 操ったり、 とお 通に はもと より 

納涼 台に も 老媼は 智慧 を 誇りけ るが、 奚 んぞ 知らむ 

黒 壁に 消えし 蝦蟇 法師の、 野 田 山の 墓地に 顕 れて、 お 

通が 母の 墳墓の 前に 結跏趺 坐して あらむ と は。 

その 夕 もまた そこに 詣 でし、 お 通 は 一目 見て 蒼く 

なりぬ。 

明治 三十 五 ( 一 九 〇 二) 年 一 月 
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